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＜週間連絡・連絡事項＞
· 新入職者を対象とした小坂先生の勉強会が9/28、10/5、10/12、10/19に15：30からあります。通所からの参加対象スタッフは上平（10/12）

· 栄養管理室から糖尿食の単位数の確認がありメールにて返答しています。

· 現在、当院入院中の阿部文香様が今月末に退院予定。家族から依頼があった場合、デイケアを利用する事になるとの事。

＜利用者様情報＞　　　　　　　

· 北村　奈美様～9/15（金）14：00から15：30までデイケアを見学している。デイケアには生活リズ　
ムの確立を目的の一つとしている。
<現在の生活リズム>

21：00に就床し、翌日の10：30に起床。身支度に3時間かかるため、デイケアには遅れてしまうと本人が話している。

<家族からの状況報告>

以前より、笑顔が見られるようになってきておりたいぶ良くなってきたと母親が話していたとの事。

<次回来所予定>

9/22（金）14：00から体験利用の予定。　

· 北嶋　剛様～母親に借金のことについて怒られたとスタッフに電話で連絡してきている。借金のこ　　

とについてどうしたらいいか不安に思っていたとの事。借金のことは主治医に話さず、解決したいと話しており、母親の介入によって解決している。9/22（金）に来所予定。（母親のMRIの検査があるため14：00で帰ると話している。）

· 中居　松男様～9/15（金）、ケア会議に担当スタッフ（上平）とデイケアスタッフ（木村）が出席　　　

し、報告を行っている。

　　　　　　　　<緊急時連絡先>

連絡先については本人の実家、本人の弟（携帯電話）としている。弟様は仕事上、出掛けている事が多く、すぐに駆けつけることができないことがあるが、電話での連絡をしてほしいとの事。

<住居について>　　　　　　　　

アパートに9/14,9/15に引越しを行っている。アパートのカギについては本人、弟、青山荘（緊急時訪問用）の３つ作っている。

<病状>

前回の入院では、２階の住民の騒音を気にして、眠れなくなり就床前薬を多量に飲み２日間、眠り続けているのを訪問したスタッフが見つけている。

<金銭管理>

金銭を多く持っていると他人におごってしまう所があり、金銭管理が必要となっている。生活費については父親が第一週の日曜日に5,000円を生活費として渡している。金銭管理については青明舎が行う事になっている。

<服薬について>

前回の入院の際も、怠薬している事が見られている。青山荘では怠薬している様子は見られていないが、本人の発言で「薬を飲まなくても大丈夫だ。」などの発言が見られるため、青明舎、訪問看護が服薬状態について確認を行う。

<支援体制>

月曜日から金曜日まで　　デイケア通所

毎週水曜日16：30　　　　青明舎

毎週土曜日　　　　 　　　訪問看護

　　　　　　　　<今後の予定>

新しい環境に慣れることが苦手な為、まだガスを使わずに生活をしていき、青山荘で食事、入浴を行う予定。ガスについては訪問看護が入った際に徐々に行っていく予定。

【通所利用率向上に向けての話し合い】

<通所利用率を上げるためにはどうしたらよいか>

スタッフからの意見

· 食事面の充実（メンバーが好きなメニューが昼食に出てくる時には、祭日でもデイケアの利用者が通所するため）

· ホームページでプログラム内容を紹介する。

· パンフレットなどを保健所などに置いてもらい、青南病院の通所リハビリテーションのアピールを行う。

· 青南病院の通所リハビリテーションのスタッフが営業を行う。

· プログラム内容の検討を行い、よりメンバーのニーズに即したプログラムを実施する。

<他病院における通所リハビリテーション>

研修に行った病院での通所リハビリテーションは病名別に通所リハビリテーションのプログラムを展開していた。

病名別にプログラムを展開するメリット

· グループの形成が図りやすい。

→メンバー内に人格障害のあるメンバーなどがいる場合、統合失調症のメンバーが巻き込まれてしまい、病状を崩してしまう恐れがある。

· 患者様のニーズ・レベルに即したプログラムを行う事が出来る。

→患者様のニーズに即したプログラムを行う事によって利用率を保つ。

<青南病院の通所リハビリテーションのプログラム>

メンバーの病名、年代、レベルを区分しプログラムを展開する事があまりできていない。（選択プログラム、クラブ活動では実施している）プログラムを運営する上で、上手く出来ないメンバーに合わせることになるため、プログラム自体のレベルが下がってしまい上手く出来るメンバーにとっては、つまらないプログラムとなってしまうことがある。

<今後の青南病院通所リハビリテーションの課題>

· メンバーを目的、年代、レベルに区分したプログラムの展開を図る。

· プログラムにボランティアの導入を検討していく。

<通所リハビリテーション具体的な取り組み>

· 担当スタッフによるパンフレットの作成

· ホームページ等を用いて青南病院の通所リハビリテーションの広報活動を行っていく。

<次回検討>

曜日はまだ検討中であるが、週１回程度の話し合いを行っていく。










